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・ 論文審査の結果の要旨 

犬束洋志氏は、昭和 33 年３月芝浦工業大学土木工学科を卒業後、昭和 33 年 4 月

より長崎県庁に入庁し、長崎県を退職後に長崎市、三菱重工(株)に勤務し、現在、

(株)大島造船所に勤務している。この間、長崎県土木部道路建設課、長崎県平戸大

橋建設事務所などで、主に道路、橋梁に関する業務に従事した。同氏は、平成 16

年４月に生産科学研究科に入学し、現在に至っている。 

生産科学研究科においては、システム科学を専攻して、所定の単位を取得すると

ともに、「長崎県の離島架橋の整備における技術的対応と投資効果に関する研究」

と題する論文を完成させ、平成 20 年 10 月に参考論文 7編（うち審査付論文 7編）

を添え長崎大学大学院生産科学研究科に博士(工学)の学位を申請した。 

長崎大学生産科学研究科教授会は、平成 20 年 12 月 17 日の定例教授会において

予備審査委員会による予備審査結果および論文内容の要旨の検討に基づいて、課程

修了のための学位論文提出の資格を審査し、本論文を受理して差し支えないものと

認め、上記の審査委員を選出した。審査委員会は公開論文発表会を行わせるととも

に、口頭による最終審査を行い、論文の審査および最終試験の結果を平成 21 年 2

月 18 日の定例教授会に報告した。 

本研究は長崎県の離島架橋の整備に当たって導入された技術開発と投資効果を明

らかにしたものである。離島が多い長崎県においては離島の閉鎖性経済や住民の生

活レベルにおいて、本土との格差是正のために、長年にわたって離島架橋の建設が

なされてきた。今後も必要な離島架橋を整備することが期待されている。離島架橋

は長大橋となるために、高い技術力と事業費が必要となる。しかし、昨今の厳しい

経済状況の下では、コストの縮減や整備効果をきちんと説明し、事業費を確保する

必要がある。そこで、本研究では、これまで長崎県内で実施された離島架橋につい

てその計画時点での技術的対応、維持管理の考えを整理し、離島架橋に有効な建設

技術を整理したものである。さらに、離島架橋の事前評価と事後の実績との比較や

離島住民の架橋に対する評価から、新たな離島架橋の整備効果の評価を提案したも

のである。 
具体的には、本研究では以下の項目について調査研究した。 
① 離島架橋の事業費の確保方策 
② 初期投資を低減するための上部工・下部工に対する技術的対応 
③ 少ない技術者で離島架橋を建設するための工法の検討 



④ 維持管理費を低減するための塗装の検討 
⑤ 交通量が少ない離島架橋の設計荷重、幅員が狭い離島架橋の台風時の安定性、

レベル２地震動に対する安全性の検討 
⑥ 離島架橋建設への費用対効果に関する新しい視点の導入に関する検討 

 上記の研究目的を達成するために、本研究では長崎県の離島架橋の建設経緯を詳

しく調査するとともに、代表的な架橋である平戸大橋(吊橋)と生月大橋(連続トラス

橋)について技術的検討を行った。さらに、離島架橋の事前評価、事後の実績および

橋梁利用者の評価については、平戸大橋を対象として統計資料およびアンケート調

査・ヒアリング調査を実施した。 
長崎県における離島架橋の経緯と維持管理について説明し、離島架橋が建設され

た経緯に社会情勢と財源などによって 3 段階の大きな区切りがあることを明らかに

した。さらに戦後の本格的な離島架橋として平戸大橋を取り上げ、その建設経緯と

維持管理についての検討を述べた。さらに、平戸大橋の計画時点の国内外における

長大橋梁の技術的な状況と平戸大橋への対応を述べ、初期投資を低減するために離

島架橋の設計で検討した輸送、架設、塗装、維持管理などについて陸域の架設と異

なる技術的課題をまとめた。 
次に、長崎県の代表的な離島架橋である平戸大橋および生月大橋を実例として橋

梁型式の選定、架設工法における大ブロック工法の採用、架設に関して海面を全面

的に使用する一点係留工法の現場実験経緯を調査した。さらに欠かすことの出来な

い維持管理経費の削減について、ふっ素樹脂塗装系の塗料と実橋に採用するための

塗装技術に関する検討を述べ、本格的にこの新しいふっ素樹脂塗装を生月大橋に採

用した経過とふっ素樹脂塗装の効果を検証した。 
続いて、実橋における検証と対応として、設計荷重の考え方、1987 年台風 12 号

によって設計風速を上回る風を受けた平戸大橋の耐風時の挙動と安全性の検証、ま

た兵庫県南部地震を教訓にしたレベル２地震動を受ける場合の耐震安全性を検証

した。これらの解析によって、平戸大橋の台風やレベル２地震時の安全性が検証さ

れたが、伸縮装置や支承部の改良が必要なことを示した。 
最後に、投資効果の視点から平戸大橋について工事前の事前評価を開通後の実績

を用いて事後評価した結果、交通量は計画時の４倍近い増加となったが、架橋によ

って、歯止めになると考えられていた人口減、農業・漁業の振興、観光客の増加に

ついては効果が見られないことが判明した。しかし、架橋によって、救急車の出動

回数、輸送人員が増えるとともに、島内の医療施設や施設が充実してきたことが確

認された。新しい投資効果の項目として、そこに住む人々の安心・安全の意識を評

価するために平戸住民を対象としたアンケート調査を実施した。橋の利用目的で買

い物や通院が高い頻度を示すことから、住民が利便性、生活向上を実感しているこ

とが判明した。橋の評価では、医療に対する安心感や予防の意識向上、火災や災害

時の安全安心、深夜や早朝の利用が高く評価されている。これらの結果から離島架

橋の整備効果の評価項目に医療や火災、災害時の安全・安心、生活の利便性を新た

に選択し、計量化する事業採択モデルを作成し、投資効果を示す必要があることを

提言した。 

これらの研究成果は今後の離島架橋の促進のための基礎資料となることおよび

地方都市における橋梁建設に役立つものと期待される。 

以上のように、本論文は橋梁工学の進歩に貢献するものであることを認め、博士

（工学）の学位に値するものとして合格と判定した。 
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